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指導支援計画書（スーパービジョンの実施）
	担当介護支援専門員
	
	基礎資格　　　　　　
	
	経験年数
	

	担当介護支援専門員の目指す姿（テーマ）
	　　　　　　　　　　　　　
	スーパービジョン
実施の目的
	

	担当介護支援専門員の
具体的目標
	スーパービジョンの実施内容

	ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝの手法と選択理由
A:個人ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ　B:ｸﾞﾙｰﾌﾟｽﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ　
C:ﾋﾟｱｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ　D:ﾗｲﾌﾞｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ　
E:ﾕﾆｯﾄｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ　F:ｾﾙﾌｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ
	予測される効果
よいことも、リスクも記載
	スパ―ビジョンの機能
管:管理的機能　教:教育的機能
支:支持的機能　評:評価的機能

	
	例）〇〇なので、△△の指導支援する
①地域の社会資源を知らないので、社会資源調査しマップ作成の指導支援を行う。
	例）BCF：とてもまじめであるがプライドが高く視野が狭い。ケース以外のことはしようとしない。
	例）他のケアマネと協働することで、コミュニケーションを図れる。ﾏｯﾌﾟ作成中にも評価しﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝをあげる。同職種協働で倫理観を養う。他のｹｱﾏﾈと協働することでｽﾄﾚｽでｲﾗｲﾗするようになった。
	例）
教・支・評

管


	指導にあたっての留意点
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